
祝祭日には 

国旗をあげましよう 

n月3日は文化の日です 

11月23日は勤労感謝の日です 

第lI回 

明日をひらく映画の会 

◇と き H月7日（士） 

午後2時 

◇ところ 市民文化会館 

◇映 画 父親が涙をうかべて 

ほめるとき 

白鳥の王子 

◇この映画会は、お父さんとお 

母さんと子どもさんもいつし 

ょに観てもらう映画会ですの 

で入場無料です 

◇ホールは完全暖房完備です 

秋期農作業事故防止運動 

10. 25-11. 24 
強調事頂は耕うん機やトラク

ターなどの運搬作業中の転落転

覆による人身事故や道路上の交

通事故の防止と労災保険の加入

促進と乾燥機の過熱事故や火災

発生の防止です。 

昭和45年11月1日発行 	 249号 
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第
十
回
五
所
川
原
市
文
化
祭

は
、
こ
と
し
も
、
市
夫
叱
振
興

会
議

（
三十
四
団
体
加
盟

・
増

田
桓

一
会
長
）
・
市
中
央
公
民

館
・
市
民
文
化
会
館
主
催
、
県
 

文
化
振
興
 

す
 

会
議
後
援
 

ヤ
ラ
リ
ー
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
が

と
く
に
、
広
く
市
民
か
ら
募
集
 
 

す
る
、
木
根
細
工

・
錦
石

・
ら

ん
ち
ゆ
う
・
古
銭
・
切
手

・
珍

品

・
骨
と
う
な
ど
の
ク
秘
蔵
品

展
ク
は
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す

ま
た
、
十
一
月
三
日
文
化
の

日
の
ク
文
学
碑
清
掃

・
座
談
会

ク
は
！
柳
町
牧
水
公
園
の
若
山

牧
水
歌
碑
・
幾
島
町
の
八
木
隆

一
郎
詩
碑
・
松
島
小
学
校
内
の

和
田
山
蘭
、
加
藤
東
離
歌
碑
・

飯
詰
法
林
寺
境
内
の
内
海
草
坂

句
碑
を
め
ぐ
る
わ
け
で
す
が
、
 

希
望
者
は
午
前
十
時
ま
で
、
市

文
化
祭
の
事
務
局
で
あ
る
市
中

央
公
民
館
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ

い
。
 

十
月
三
十

一
日
ー
十
一
月
三

日
絵
画
展
（
北
美
術
）
中
三
、
 

十
一
月
一
日
第
十
回
県
下
短
歌

大
会

（
五
所川
原
短
歌
会
）
市

中
央
公
民
館
、
十
一
月
一
日
第

七
回
県
下
川
柳
大
会

（川
柳
岩

木
吟
社
）
市
中
央
公
民
館
、
十

一
月
一
日
市
民
茶
会

（
裏
千
家

表
千
家

・
遠
州
流
）
三
道
会
館
 
 

十
一
月
一
日
ー
三
日
写
真
展

（
 

日
本
リ
ア
リ
ズ
ム
写
真
集
団
五

所
川
原
支
部
）
市
民
文
化
会
館

十
一
月
一
日
ー
三
日
県
魚
拓
展

並
製
作
講
習
会

（
五
所川
原
潮

友
会
）
市
民
文
化
会
館
、
十

一

月
三
日
ー
四
日
華
道
展

（
小原

流
・
池
ノ
坊
・
遠
州
流
）
市
民

文
化
会
館
、
十
一
月

一
日

ー
「
1
 

日
考
古
展

（
津
軽考
古
学
会
）
 

市
民
文
化
会
館
、
十

一
月
一
日
 

ー
三
日
菊
花
展
（
五
所
川
原
晩

香
会
）
市
民
文
化
会
館
、
十

一

月
一
日
ー
三
日
盆
栽
展

（
五
所

川
原
盆
栽
会
）
旭
町
旧
市
役
所

十
一
月
一
日
ー
三
日
書
道
展

（
 

五
所
川
原
書
道
会
・
双
竜
会
）
 

マ
ル
キ
五
階
ホ
ー
ル
、
十
一
月

三
日
市
内
文
学
碑
清
掃
・
座
談

会
午
前
十
時
ま
で
市
中
央
公
民
 

市
で
は
、
前
々
か
ら
、
出
稼

ぎ
を
少
な
く
す
る
た
め
、
工
場
 

誘
置
条
例
を
設

け
て
、
こ
れ
ま
 

で
、
高
瀬
地
区

に
北
越
ヒ
ユ

ー
 

ム
管
工
場
を
、
 

吹
畑
地
区
の
旧

松
島
中
学
校
跡
 

に
中
道
ォ
ー
デ

オ
工
場
を
誘
置

し
ま
し
た
が
、
 

更
に
こ
ん
ど
は
 

七
ッ
館
地
区
に

ハ
ム
工
場
の
誘

置
が
決
ま
り
ま

し
た
ぐ
 

こ
の
会
社
は

神
奈
川
県
藤
沢

市
に
本
社
が
あ
 
 

館
に
集
合
正
午
終
了
、
十
一
月

三
日
文
化
の
日
午
後

一
時
I
九

時
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
芸

能
部
門
発
表
会

（
そ
う曲
双
葉

会

・
ピ
ア
ノ
ク
ラ
ラ
会

・
津
軽

民
謡
五
所
川
原
民
謡
協
会

・
ピ

ア

z
ド
レ
、、
ぶ「
・
奴
踊
長
富
保

存
会

・
ピ
ア
ノ
若
草
会

・
獅
子

舞
浅
井
保
存
会
 
評
曲
宝
生
会

日
本
舞
踊
綾
扇
会
・
演
劇
劇
団

グ
ミ
の
実
）
 

以
上
の
よ
う
に
、
十
月
二
十

四
日
現
在
で
千
五
百
七
人
の
出

品
出
演
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
申
し
込
ん
で
な

い
人
は
至
急
市
中
央
公
民
館
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
民

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
出
品
出

演
で
き
ま
す
。
 

る
、
江
崎
グ
リ
コ
系
グ
リ
コ
相

模
ハ
ム
株
式
会
社
で
、
お
ょ
そ

十
二
万
平
方
屠
の
工
場
用
地
の

確
保
と
、
来
春
早
々
着
工
十
月

操
業
開
始
の
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
お
よ
そ
百
五
十
人
程

度
の
従
業
員
は
、
五
所
川
原
市

を
主
と
し
西
北
地
区
か
ら
採
用

す
る
予
定
で
す
。
 

あなたも出品出演できま 
第I0回市文化祭が始まります 
すでに1、 507人が申込んでいます 

で
、
十
月

三
十
一
日

か
ら
十

一

月
二
十
一
一

日
ま
で
、
 

第

一
会
場

市
中
央
公

民
館
・
第

三
会
場
市

民
文
化
会

館
・
第
一
一

会
場
三
道

会
館
・
第

四
会
場
旭

町
旧
市
役

所
・
第
五

会
場
マ
ル

キ
五
階
ホ
 

ー
ル

・
第

六
会
場
中

三
五
階
ギ
 

（増田市文振会長） 

（昨年の文学碑清掃会・・・若山牧水歌碑） 
七
ツ
館
に

ハ
ム
工
場
が

で
き
ま
す
 



「
り
ん
ご
ジ
ユ
ー
ス
の
集
い
に
 

寄
せ
て
」
 

り
ん
ご

と
健
康
（
中

）
 

西
北
中
央
病
院
長
 

福
田
 
幸
雄
 

下
痢
の
人
に
 

お
ろ
し
た
り
ん
ご
を
与
え
る

と
り
ん
ご
の
タ
ン
ニ
ン
が
カ
タ

ル
状
の
ね
ん
膜
を
収
敏
し
細
断

さ
れ
た
繊
維
に
よ
っ
て
有
害
菌

な
ど
が
吸
着
除
去
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
り
ん
ご
の
ペ
ク
チ
ン
は
解

毒
効
果
が
高
く
、
お
な
か
の
調

子
の
悪
い
と
き
に
は
よ
く
効
き

ま
す
。
丸
ご
と
食
べ
る
よ
り
は

お
ろ
し
て
食
べ
る
方
が
胃
腸
の

負
担
も
軽
く
効
果
的
で
す
。
 

胃
病
の
人
に
 

り
ん
ご
に
は
整
腸
作
用
が
あ
 

り
ま
す
。
り
ん
ご
の
ペ
ク
チ
ン

が
腸
の
運
動
に
刺
激
を
与
え
て

整
腸
作
業
を
行
な
い
ま
す
。
 

な
お
、・
り
ん
ご
酸
や
ク
エ
ン

酸
の
酸
味
に
よ
っ
て
胃
液
分
泌

促
進
作
用
が
行
な
わ
れ
食
欲
を

増
進
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
貧
血

の
回
復
に
も
効
き
ま
す
。
従
っ

て
胃
炎
な
ど
で
胃
酸
の
少
な
い

人
に
も
良
い
し
、
胃
病
の
為
の

貧
血
症
に
も
効
き
ま
す
。
 

疲
労
回
復
に
 

「
疲
れ
た
な
」
と
感
じ
た
と

き
に
り
ん
ご
を
食
べ
る
と
、
り

ん
ご
が
疲
労
状
態
の
と
き
の
ア

ル
カ
ロ
ー
ジ
ス
を
中
和
し
自
然

に
疲
労
を
除
き
ま
す
。
ま
た
、
 

ス
ポ
ー
ツ
の
あ
と
や
ド
ラ
イ
ブ

の
と
き
ゃ
お
忙
し
い
と
き
に
食
 

べ
て
く
だ
さ
い
。
 

太
っ
て
い
る
人
に
 

り
ん
ご
酸
は
脂
肪
の

つ
き
過

ぎ
を
防
い
で
く
れ
ま
す
の
で
太

り
過
ぎ
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
り
ん
ご
に
は
血
色
素
の

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
の
で
、
常
食
す
れ
ば
自
然

に
血
色
が
良
く
な
り
ま
す
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
り
ん
ご
は

沢
山
の
効
用
を
も
っ
て
い
ま
す

し
か
も
、
り
ん
ご
で
象
徴
さ
れ

る
青
森
県
で
す
か
ら
、
津
軽
の

人
達
は
誇
り
を
も
っ
て
り
ん
ご

を
大
事
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
 

食
べ
方
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
沢
山
食
べ
て
毎
日
を
健

康
に
暮
し
て
く
だ
さ
い
。
 

② 

市
で
は
、
市

者
 

内
大
字
長
橋
地

居
 

内
の
新
宮
団
地

入
 
す
 
に

建
築
中
の
ー
 

の
 

ま
 
種
三
十
戸
ニ
一

宅
 

し
 
種

六
戸
．
計三
 

H
一
 
？・
ミ
 
十
六
戸
の
市
営
 

）
」
 
H
り
 
住
宅
の
入
居
者

だ
c
 
呈
ブ
ー
 を
次
の
よ
う
に

市
 
を
 

募
集
し
ま
す
 

◇
構
造
 

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建
 

◇
規
模
 

第

一
種
…
一
階
は
居
間
六
丁

台
所

・
便
所
他
、
二
階
は
寝
室

六
丁
・
子
ど
も
部
屋
三
丁

・
押

入
れ
、
物
置
一
・
五
坪
 

第
二
種
…
一
臨
］
は居
間
四
・

五
丁

・
台
所
・
便
所
他
、
二
階

は
寝
室
六
丁

．
押
入
他
物

置

一
・
五
坪
 

◇
使
用
料
 

一‘
 

第

一
種
は
四
千
五
百
円
ー
五
 

千
円
以
内
、
第
二
種
は
三
千
五
 

百
円
ー
四
千
円
以
内
 

◇
保
証
金
 

使
用
料
の
三
か
月
分
の
金
額
 

を
入
居
の
と
き
納
め
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
退
居
 

の
と
き
は
お
返
し
し
ま
す
 

◇
募
集
期
間
 

十

一
月
二
日
ー
十
八
日
 

◇
入
居
資
格
 

一
、
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
 
 

務
場
所
を
有
す
る
人
 

現
に
同
居
し
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

人
、
な
お
内
縁
も
含
み
ま
す
。
 

ま
た
婚
約
中
の
人
は
住
宅
引
渡

し
の
と
き
ま
で
に
結
婚
し
て
い

る
人
 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
人
 

市
税
お
ょ
び
水
道
料
等

を
滞
納
し
て
い
な
い
人
 

所
得
税
法
第
二
十
八
条

に
よ
る
所
得
か
ら
扶
養
親
族
一

人
に
つ
き
月
三
千
円
を
控
除
し

た
金
額
が
次
の
収
入
基
準
内
で

あ
る
人
 収

入
基
準
は
、
第
一
種

は
日巌
二

万
四
千
円
ー
四
万
円

以
下
、
第
二
種
は
月
収
二
万
四

千
円
以
下
で
す
 

所
得
税
法
第
二
十
八
条

に
よ
る
収
入
基
準
、
扶
養
親
族

一
一人
の
と
き
の
計
算
例
 

55
0‘
ロ
呂田
ー
一
呂
・
口8
+
 
(
 

5
5
0
・
ロ
呂ー
一
8
・
呂
ロ）
 
×
。

・N
 

ー

（
淋
眺湖
淋
Nン
×
。
・
。呂
正
 

)
 ＋
応
廿
冒
・
呂
口田
 

◇
入
居
者
の
選
考
 

入
居
の
申
込
み
を
し
た
数
が

入
居
さ
せ
る
べ
き
住
宅
の
戸
数

を
超
え
た
と
き
の
選
考
に
つ
い

て
は
、
市
営
住
宅
管
理
条
例
第

八
条
各
号
の
規
定
に
よ
り
実
態

調
査
の
う
え
入
居
者
選
考
委
員
 
 

会
で
決
定
し
ま
す
 

◇
入
居
予
定
 

十
二
月
中
旬
 

◇
ご
注
意
 

〒
の
募
集
は
新
規
の
募
集
で

す
の
で
、
以
前
に
申
し
込
ん
で

い
た
人
で
も
新
た
に
申
込
書
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土

曜
日
の
午
後
や
日
曜
日
・
祝
祭

日
な
ど
の
休
日
に
は
、
申
込
書

の
交
付
お
ょ
び
受
付
け
は
い
た
 

L
か
ね
ま
す
。
 

年
末
特

別
融
資

を
ご

用
く
だ
さ

い
 

県
で
は
、
県
内
の
中
小
企
業

者
に
対
し
、
年
末
の
金
融
難
の

綬
和
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業

年
末
資
金
特
別
保
証
融
資
制
度

の
利
用
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
 

県
内
の
保
証
融
資
総
額
は
十

五
億
円
で
、
市
内
の
各
銀
行
支

店
と
西
北
信
用
組
合
で
取
扱
っ

て
い
ま
す
。
 

保
証
融
資
の
条
件
は
次
の
と

お
り
で
す
が
、
十
月
十
六
日
か

ら
来
年
二
月
二
十
日
ま
で
、
前

記
の
取
扱
機
関
お
ょ
び
保
証
協

会
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
 

◇
保
証
融
資
の
条
件
 

保
証
対
象
・
』・県
内
に
事
業

所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
 

資
金
使
途
…
運
転
資
金
 

保
証
金
額
…
一
企
業
に
つ
 
 

き
、
個
人
法
人
ニ
百
万
円
以

内
、
組
合
千
万
円
以
内
。
た

だ
し
、
組
合
が
組
合
員
に
転

貸
す
る
と
き
は
一
組
合
員
一
一

百
万
円
以
内
と
し
、
限
度
一
一

千
万
円
以
内
と
し
ま
す
 

四
、
保
証
期
間
…
百
五
十
一
日

以
内
 

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
市
商

工
観
光
課
に
お
間
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

戦
没

者
の
勲

章
夫
伝
達

遺
族
を
お

知
ら

せ
く
だ

さ
い
 

次
の
戦
没
者
に
対
し
ま
し
て

は
既
に
叙
位
叙
勲
が
発
令
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
過
般
の
伝

達
式
に
出
席
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
勲
章
等
乞
市
民
課
で
保

管
し
て
い
ま
す
。
 

次
の
戦
没
者

・
遺
族
や
親
類

の
人
の
住
所
ま
た
は
居
所
を
知

っ
て
い
る
人
は
、
ご
手
数
で
も

市
民
課
に
ご

一
報
く
だ
さ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 (

 ）
内
は
遺
族
で
す
。
 

柳
町
二
十
六
安
達
寛
（
兄

・

忠
）
、
住
所
不
明
小
野
豊
次
郎
 

（
不明
）
、
松
島
町
一
丁
目
九

の
二
江
良
政
直
（
長
男
正
規
）
 

本
町
四
十
四
高
田
清
五
郎
（
父

三
之
助
）
、
栄
町
八
十
五
平
山

義
雄
 
（
母
ス
エ
）
、
平
和
町
原

政
次
郎
（
妻
つ

せ
）
、
幾
世
森

く
る
み
園
内
下
山
清

（
母
き
ん
 

）
、
東
雲
町
岡
本
か
し
方
本
間

勝
次

（
妻
は
な
）
、
川
山
字
森

内
五
十
二
秋
田
一
三

（
妻
き
よ
 

）
、
同
百
八
の

一
松
沢
彦
一

（
 

父
彦
太
郎
）
、
藻
川
字
川
袋
三

十
青
山
義

一
（
妻
み
よ
）
、
同

字
蟹
下
六
十
九
乗
田
弥
吉
（
弟

清
一
）
、
飯
詰
字
沢
田

八
十
五

桜
庭
忠
御
（
父
の
養
子
寛
）
い

一
野
坪
字
緑
石
十
一
小
野
与
之

市

（
長
女
康
子
）
、
唐
笠
柳
字

藤
字
七
十
四
吉
田
信
一

（妻
た

ま
）
、
羽
野
木
沢
字
実
吉
二
十

九
阿
部
喜
之
助

（
妻
志
な
）
、
 

湊
字
千
鳥
一
の
三
畠
中
専
吉

（
 

二
女
工
藤
幸
子
）
、
金
木
町
嘉

瀬
奈
良
健

ー
パ
母
す
み
）
、
北

海
道
秋
元
元

一
 （
母
ト
メ
）
 

利 



1O.27-11.9 

茶の間に雑誌 明るい家庭 

いつでも どこでも 

楽しい読書 

読書週間 

③
 

こ
と
し
は
自
衛
隊

か
発
足
し
て
か
ら
一
一

十
年
に
な
り
、
そ
し

て
十
月
三
十

一
日
は

そ
の
記
念
日
で
す
の

で
、
自
衛
隊
で
は
六

十
台
の
機
動
車
と
五

百
人
の
自
衛
官
が
参

加
し
て
、
次
の
よ
う

に
記
念
パ
レ
ー
ド
を

行
な
い
ま
す
か
ら
、
 

市
民
多
数
の
観
覧
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

パ
 
レー
ド
は
、
十

月
三
十

一
日
（
土
）
 

の
午
後
一
時
か
ら
一
一

時
ま
で
で
、
 コ
ー
ス

は
乾
橋
か
ら
寺
町
・
 

本
町

・
新
町
な
‘
で
行
な
い
ま

す
。
 

答
礼
予
定
者
は
、
俳
ぎ
不

市

長
・
笹
森
市
議
会
議
長
・
村
上

商
工
会
議
所
会
頭
・
斎
藤
消
防

長

・
小
山
内
警
察
署
長
な
ど
で
 

「
 
鶴
田町

・
金
木

タ
 
町
・
中
里
町

・
 

木
造
町
・
柏
村
 

稲
垣
村
・
森
田
 

衛
 
村
の
西
北
五
衛

市
 

a
処
理
組
合
の

組
合
立
で
、
十
五
万
二
千
人
を

対
象
と
し
て
い
る
、
し
尿
処
理

と
ご
み
処
理
の
ニ
施
設
が
あ
り
 
 

す
。
 

農
業

者
転
職
の
技
術
 

訓
練

を
行
な

い
ま
す
 

県
で
は
、
農
業
か
ら
他
の
産

業

へ
転
職
を
希
望
す
る
人
々
に

対
し
、
就
職
を
容
易
に
す
る
た

め
に
次
の
と
お
り
農
業
者
転
職

訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

こ
の
第
三
回
は
、
来
年

一
月
か

ら
三
か
月
間
次
の
場
所
で
行
な

い
ま
す
の
で
、
離
農
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
休
耕
者
の
皆
さ
ん

の
受
講
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

訓
練
を
行
な
う
科
目
と
場
所

は
、
配
管
科
は
青
森
専
修
職
業

訓
練
校
分
校
で
、
建
築
科
は
弘

前
専
修
職
業
訓
練
校
で
、
溶
接

科
は
木
造
専
修
職
業
訓
練
校
で

板
金
栃
は
木
造
専
修
職
業
訓
練

校
分
校
で
す
。
 

受
講
す
る
と
き
の
作
業
服
の

実
費
二
千
五
百
円
は
個
人
に
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
教
 

二
十
人
の
職
員
が
い
ま
す
。
 

⑨
し
尿
処
理
場
 

総
工
事
費
は
一
億
四
百
万
円

で
操
業
開
始
は
昭
和
三
十
九
年

六
月
一
日
、
型
式
は
加
温
消
化

方
式
、
処
理
能
力
は
一
日
七
十

二
u
（
約
四
百
石）
 
で
、処
理

粕
は
場
内
埋
立
て
と
弘
大
の
土

壌
改
良
の
実
験
用
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

⑥
ご
み
処
理
場

総
工
事
費
は

一
億
三
千
百
四

十
四
万
五
千
円

操
業
開
始
は
こ

と
し
四
月
一
日

型
式
は
半
機
械

炉
（
ピ
ッ

ト
ア

ン
ド
ク
レ
ー
ン

方
法
）
、
処
理

能
力
は
一
日
（
 

八
時
間
）
六
十
 

t
で
、
約
十
％

出
る
処
理
粕
は

場
内
を
埋
立
て

て
い
ま
す
。
 
 

科
書
代
や
授
業
料
等
は
無
料
で

す
。
特
に
、
離
農
者
で
あ
っ
て

一
定
の
資
格
要
件
を
満
た
す
人

に
は
、
月
額
二
万
余
円
の
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
講
の
手

続
き
は
、
入
校
願
書
に
市
農
業

委
員
会
が
発
行
す
る
証
明
書
を

添
え
て
、
五
所
川
原
公
共
職
業

安
定
所
ま
た
は
市
農
林
課

へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

消
費

生
活
苦
情
相
談
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
 

県
と
市
で
は
、
市
民
の
買
物

の
便
利
を
図
る
た
め
、
毎
月
第

一
と
第
三
の
水
曜
日
の
十
三
時

か
ら
十
六
時
ま
で
、
市
商
工
観

光
課
で
、
消
費
生
活
の
苦
情
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の

程
、
相
談
員
と
し
て
、
川
端
町

の
新
山
さ
な
さ
ん
と
敷
島
町
の

佐
々
木
初
海
さ
ん
が
、
そ
し
て

専
門
相
談
員
と
し
て
布
屋
町
の

渋
谷
武
治
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
県

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
通
産
省
か
ら
、
消
費

生
活
改
善
監
視
員
と
し
て
、
県

内
で
十
人
、
布
屋
町
の
鶴
谷
ヤ

ナ
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
お
お
い
に
利
川

し
て
く
だ
さ
い
。
 

永
年
勤
続
の
市

職
員
を

表
彰
し

ま
し

た
 

市
で
は
、
十
月
三
日
、
十
勺

以
上
勤
続
し
た
市
の
職
員
五
十

三
人
と
消
防
事
務
組
合
職
員
七

人
の
、
合
わ
せ
て
次
の
六
十
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

◇
二
十
五
年
勤
続
 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
心

得
木
村
誠
一
、
消
防
署
副
長
長

内
勝
雄
 

◇
二
十
年
勤
続
 

税
務
課
長
堀
内
正
男
、
同
補

佐
寺
田
操
、
市
民
課
主
事
葛
西

富
蔵
、
保
険
衛
生
課
主
査
一
戸

栄
、
農
林
課
長
補
佐
三
上
敏
一

水
道
課
技
術
員
五
十
嵐
竹
作
、
 

同
山
口
貞
雄
、
福
祉
事
務
所
係

長
浅
利
清
美
、
教
育
委
員
会
主

事
開
米
与
左
衛
 

◇
十
五
年
勤
続
 

会
計
課
長
山
田
芳
裕
、
．農
林

課
長
補
佐
船
水
良
昭
、
水
道
課
 
 

長
補
名
伊
藤
正
彦
、
税
務
課
係

長
寺
田
敬
、
企
画
総
務
課
主
事

白
戸
い
表
、
保
険
衛
生
課
係
長

鈴
木
は
つ
裏
、
同
主
事
浅
川
育

子
、
同
保
険
婦
小
野
ッ
サ
、
財

政
課
運
転
手
鶴
谷
忠
夫
、
長
橋

支
所
長
心
得
渋
谷
俊
一
、
飯
詰

支
所
長
心
得
対
馬
米
蔵
、
西
北

中
央
病
院
事
務
局
長
佐
藤
正
雄

主
任
看
護
婦
平
山
ョ
シ
、
看
護

婦
佐
藤
う
め
、
議
会
事
務
局
長

川
浪
喜
代
作
、
教
育
委
員
会
課

長
藤
森
良

一
、
同
主
査
一
戸
辰

四
郎
、
中
央
公
民
館
用
務
員
山

本
た
き
、
農
業
委
員
会
主
事
黒

川
マ
サ
、
消
防
署
士
長
池
野
三

男
、
同
平
山
晃
一
郎
、
鶴
田
消

防
署
司
令
補
坂
本
昭

一
 

◇
十
三
年
勤
続
 

鶴
田
消
防
署
士
長
笹
森
勝
正

同
太
田
繁
作
、
同
渋
谷
与
三
郎

◇
十
年
勤
続
 

企
画
総
務
課
係
長
工
藤
専
次

人
事
課
主
事
和
田

ミ
ホ
、
税
務

課
係
長
対
馬
安
雄
、
同
主
任
神

野
高
行
、
市
民
課
窓
口
事
務
改

善
研
究
員
木
村
喬
、
同
主
事
三

浦
大
助
、
同
雇
坂
本
せ
つ
子
、
 

保
険
衛
生
課
主
事
木
村
義
光
、
 

財
政
課
運
転
手
工
藤
直
一
郎
、
 

西
北
中
央
病
院
主
任
看
護
婦
長

谷
部
い
と
、
同
野
上
ッ
ャ
、
看

護
婦
村
田
な
つ
裏
、
同
対
馬
信

子
、
同
内
山
か
ず
、
准
看
護
婦

安
田
文
子
、
同
山
形
智
子
、
主

任
中
村
哲
雄
、
主
事
野
呂
キ
ョ

同
木
村
睦
子
、
交
換
手
今
フ
ヂ

汽
か
ん
士
渋
谷
秋
雄
、
農
業
委

員
会
係
長
境
良
、
同
主
事
越
谷

照
子
、
松
島
支
所
用
務
員
高
橋

誠
子
 

自衛隊が大パレードを行ないます 



④ 

最
近
、
各
種

の
予
防
接
種
に

よ
り
障
害
事
故

が
発
生
し
た
ニ

ュ
ー
久
は
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
ご
存
知
の

こ
と
と
思
い
ま

す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
も
予
防

接
種
の
都
度
注
 

意
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人

は
予
防
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

有
熱
患
者
、
心
臓
や
じ
ん
臓

や
肝
臓
疾
患
の
吠
、
糖
尿
病
お

よ
び
脚
気
患
者
、
病
後
衰
弱
者

栄
養
障
害
者
、
ァ
レ
ル
ギ
ー
体

質
者
ま
た
は
け
い
れ
ん
側
体
質

者
、
妊
産
婦
。
 

な
お
、
特
に
皮
膚
病
患
者
お

よ
び
急
性
灰
白
ず
い
炎
（
小
児

マ
ヒ
）
や
麻
し
ん
の
予
防
接
種

後

一
か
月
を
経
な
い
人
は
種
痘

の
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
以
上
の
疾
患
の
他
下

痢
患
者
ま
た
は
種
痘
も
し
く
は

麻
し
ん
の
予
防
接
種
後

一
か
月

を
経
な
い
人
は
小
児
マ
ヒ
の
予

防
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
特
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

以
上
の
点
に
つ
い
て
ご
心
配

な
人
は
接
種
時
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

書
面
で
な
い
と
 

遺
言
に
な
り
ま
せ
ん
 

普
通

「遺
言
」
と
い
い
ま
す

と
、
臨
終
の
枕
元
で
 
「兄
弟
仲

よ
く
家
業
に
励
む
こ
と
」
な
ど

と
口
う
つ
し
で
伝
え
る
光
景
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
法
律
的

に
は
、
決
め
ら
れ
た
方
式
を
備
 

一
「

一
一
 

り
鍋
 え

た
書
面
で
な
い
と
遺
言
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
 

遺
言
に
は
、
普
通
の
方
式
と

特
別
の
方
式
が
あ
り
、
普
通
の

方
式
と
し
て
は
、
自
筆
証
書

・

公
正
証
書

・
秘
密
証
書
の
三
種

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
も

っ
と
も
身
近
に
利
用
で
き
る
の

が
自
筆
証
書
に
よ
る
遺
言
で
、
 

こ
れ
は
、
遺
言
者
が
自
分
で
内

容
・
日
付
・
名
前
の
全
部
を
書

き
こ
れ
に
印
を
押
す
の
で
す
。
 

ま
た
、
公
正
証
書
に
よ
る
遺
言

は
、
公
証
人
の
手
に
よ
っ
て
作

ら
れ
る
も
の
で
、
も
っ
と
も
安

全
確
実
な
方
式
で
ず
。
さ
ら
に
 

遺
言
の
内
容
を
生
前
に
知
ら
れ
 

?
 

た
く
な
い
と
き
は
、
秘
密
証
書
 

に
よ
る
遺
言
を
利
用
し
ま
す
。
 

こ
う
し
て
作
ら
れ
た
遺
言
は

公
正
証
書
の
場
合
を
除
き
、
本

人
の
死
を
知
っ
た
後
す
み
や
か

に
遺
言
書
を
家
庭
裁
判
所
に
提

出
し
て
検
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
ん
な
と
き
に
は
 

相
続
税
が
か
か
り
ま
す
 

相
続
税
は
、
相
続
や
遺
言
に

よ
り
財
産
を
贈
ら
れ
る
遺
贈
に

よ
っ
て
財
産
を
取
得
し
た
人
に

か
か
る
税
金
で
す
。
 

相
続
税
の
基
礎
控
除
額
は
、
 

四
百
万
円
と
、
八
十
万
円
に
相

続
人
の
数
を
か
け
た
金
額
の
合

計
算
で
す
。
死
亡
し
た
人
即
ち

被
相
続
人
の
遺
産
の
額
が
『
 
こ

の
基
礎
控
除
額
を
超
え
る
と
き

に
相
続
税
が
か
か
り
ま
す
の
で

死
亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
六
か

月
以
内
に
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
被
相
続
人
と
の
婚
姻

期
間
が
十
五
年
を
越
え
る
配
偶
 
 

者
は
配
偶
者
控
除
を
、
ま
た
、
 

相
続
人
が
未
成
年
者
の
と
き
は

未
成
年
者
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

・
 

（
例
えば
、
相
続
人
が
妻
と

子
が
二
人
の
と
き
の
基
礎
控
除

額
は
、
台
口
司
正
＋
m
ロ
司
田
×
い

廿
6
40
可
正
 
に
な
り
ま
す
か
ら

遺
産
が
六
百
四
十
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
、
相
続
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

煙
突
を
取
付
け
る
と
き

電
線
に
注
意
し

て
く
だ

さ
い
 

高
圧
線
に
ふ
れ
ま
す
と
殆
ん

と
感
電
死
し
ま
す
し
、
百
ー
一
一

百
ボ
ル
ト
の
低
圧
線
で
あ
っ
て

も
感
電
の
シ
ョ
ッ
ク
で
屋
根
か

ら
落
ち
た
り
、
骨
折
な
ど
の
大

け
が
を
し
ま
す
。
 

い
よ
い
よ
、
 ス
ト
ー
ブ
を
取

り
つ
け
る
た
め
屋
上
で
煙
突
の

取
り
つ
け
・
ト
タ
ソ
張
り

・
塗

装
な
ど
を
す
る
と
き
は
、
電
線

と
の
間
隔
を
十
分
と
る
か
、
あ

る
い
は
防
護
管
を
取
り
付
け
る

な
ど
し
て
、
事
故
の
な
い
よ
う

に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
 

郵
便
貯
金

は
た
く
さ
ん
 

の
公

共
建
設

に

役
立
っ

て

い
ま
す
 

ご
承
知
の
よ
う
に
郵
便
貯
金

は
、
安
全

・
有
利

・
簡
便
で
秘

密
が
保
た
れ
、
広
く
皆
さ
ん
に

利
用
い
た
だ
く
貯
畜
の
方
法
と

し
て
、
国
が
直
接
経
営
し
て
い

る
も
の
で
す
が
、
そ
の
貴
重
な
 
 

お
金
は
県
や
市
町
村
の
学
校

・

住
宅
・
病
院

・
道
路
な
ど
の
公

共
的
施
設
の
建
設
資
金
と
し
て

貸
出
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
五
所
川

原
市
に
も
た
く
さ
ん
の
資
金
が

融
資
さ
れ
、
明
る
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
、
明
る
く
健
康
で
文
化

的
な
五
所
川
原
市
を
つ
く
る
た

め
、
い
っ
そ
う
の
協
力
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
益
々
郵
便
貯
金

を
ご
理
解
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま

す
ょ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

刑
務
官
の

採
用
試
験
を

行
な
い
ま
す
 

人
事
院
で
は
、
全
国
の
刑
務

所
、
少
年
刑
務
所
ま
た
は
拘
置

所
な
ど
に
勤
務
し
、こ
収
容
者
の

拘
禁
、
事
故
防
止
な
ど
の
警
備

収
容
者
の
行
な
う
作
業
の
監
督

収
容
者
の
日
常
生
活
の
指
導
監

督
、
施
設
の
管
理
な
ど
に
従
事

す
る
刑
務
官
の
採
用
試
験
（
高

卒
程
度
）
を
次
の
よ
う
に
行
な

い
ま
す
。
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
十
六
年
四
月
二
日
ー
昭

和
二
十
八
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
男
子
 

◇
申
込
受
付
期
限
 

十
一
月
五
日
 

◇
試
験
 

十
一
月
十
五
日
・
十
六
日
青

森
市
で
行
な
い
ま
す
が
、
最
終

合
格
発
表
は
来
年
一
月
二
十
日

◇
採
用
予
定
人
員
 

約
三
百
人
 

◇
初
任
給
与
 

三
万
三
千
七
百
円
程
度
の
ほ

か
六
千
円
程
度
の
時
間
外
給
与

が
支
給
さ
れ
ま
す
 

◇
間
合
わ
せ
先
 

申
込
み
用
紙
の
請
求
お
ょ
び

詳
し
い
こ
と
の
間
合
わ
せ
は
、
 

〒
9
8
0
仙
台
市
本
町
三
丁
目

三
の
ー
の
人
事
院
東
北
事
務
局

ま
た
は
、
〒
9
8
2
仙
台
市
八

本
松
二
丁
目
四
の
八
の
法
務
省

仙
台
矯
正
管
区
、
あ
る
い
は
各

刊
務
所
に
あ
て
、
郵
便
番
号
と

あ
て
先
を
書
き
ニ
十
円
切
手
を

は
っ
て
「
刑
務
官
申
込
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
た
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
 

こんな人達は 

予防接種できません 

秋の交通安全運動 


